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野生獣被害防止の遠隔制御追い払い装置の技術開発

工学部技術部 小川勇治

1.は じめに

これまで、人間が里山や山地を活発に利用し、サノレ、シカやイ ノシシな ど野生獣を山に押し上げ

ダイナミックな緊張関係下で平衡状態にあったが、近年の地球温暖化や狩猟者及び捕獲数の減少で、

全国的に野生獣が平地や里山の民家近くに出没するようになった。更に、過疎化と耕作放棄地の増

大した山村 ・中山間地域では、環境破壊と獣害による農作物被害が農業振興の大きな阻害要因とな

っている。また、イノシシと車との衝突事故やイノシシの襲撃による怪我や死亡事故も発生し、大

きな社会問題となっている。

現在、 獣害被害防止・抑止技術に関する効果的な十分な科学的データあまり見あたらないため、

野生獣の生態及び行動特性を踏まえた効果的な被害防止対策を講じることが急務となっている。特

に、一般農林業者や高齢者が、比較的簡便 ・安価に獣害防止電気柵と連携 した獣害被害防止 ・予防

抑止対策と日常管理が容易な装置システム開発が強く求められている。

本研究の目的は、一般農林業者や高齢者が比較的簡便 ・安価に獣害被害対策・ 予防抑止対策を効

果的に行え、日常管理が容易な追い払い装置システム開発を目指した 「野生獣被害防止の遠隔制御

追い払い装置の技術開発j である。本研究では、 野生獣を監視しながら、サノレなどに追い払い効果

があるとされる花火破裂音に駆除撃退用ロケット花火を活用した遠隔操作による追い払い装置及び

装置システムの技術開発を行った。

2.研究方法

(1) r追い払し、Jとは

「追い払し、Jとは、野生獣が人間の生活の場や農地から

「出て行って、 山奥へ帰って欲しいj という、野生獣を農

地などから排除することである。そのために、野生獣が一

番怖い人間や犬の吠え(例えば、モンキードッグ)又ロケ

ット花火破裂音等が効果的であると言われている。特に野

生獣との根気比ベの面もあるが、サノレには一定の効果が認め
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Fig 1追い払いと装置の概要

られている o Fig 1は、野生獣の追い払いE装置の概要を示す。

使用した市販ロケッ ト花火は、統ーした一定の形ではなく形状がばらばらで、本体は火薬部 (2

=約 55mm、 約 申 7) と安定俸 (竹~ =270mm中2.5) を合体した変形楕円形である。ロケ ット花火の
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飛距隊は、発射角度にもよるが約 30~40m に達する。

(2) 追い払し、装置

野生獣の出没は、決まった時間や場所に出没しないが、繰り返し通る獣道などからある程度予測

が可能である。本追い払い装置は、野生獣出没の予測される農地と山林や薮との境界近傍又は被害

予防・抑止農地に設置するものとする。追い払い装置システムは、遠隔制御で野生獣の出没を昼夜

監視・観察することができ、ロケット花火破裂音で野生獣を追い払う装置システムである。

0追い払い装置の基本仕様

①ロケット花火破裂音で野生獣を農地などから追い払う。

②市販のロケット花火を複数個装填及び連続的に発射が可能。

③ロケット花火の装填、発射及び発射方角は遠隔操作が可能。

@装置の構成はできるだけ単純でコンパクトな構造で保守管理が容易。

⑤野生獣のwi視及び花火よる事故と火災の安全の確認可能なカメラを熔載。

@追い払い装置の設置場所が監視場所から離れているため、必要な電源は太陽光発電(ソーラー

パネルとバ ッテリー) を使用。

⑦屋外使用できるよう 雨天対策カパ一等の取付。

③追い払い装置の設置場所や野生獣出没地などを地図に記録するため、地理情報システム(GIS，

Geographic Informatioll System)の活用o

(3) 遠隔制御追い払い装置システムの概要

試作した追い払い装置は、 ロケット花火が複数個装填・ 発射位置に自動的に装填が可能な花火装

填部(装填方式としてスライド式と回転式)、花火の点火・発射を制御する花火点火部、花火装填部

及び花火点火部を野生獣追い払い方角に制御する方角制御都より構成する。遠隔制御追い払い装置

システムは、人家などから遠隔で追い払いを行うため、野生獣の監視と花火発射の安全確保のため、

ネットワークカメラ及び装置に取り付けた監視カメラにより、野生獣の出没監視と装置周辺及び野

生獣方角の安全確認を行う。追い払い装置の遠隔制御は、微弱無線テレコントロールユニットで行

う。補助的にラ ジコ ン用無線機も活用 した。ネットワークカメラ制御及び監視画像記録等は、パソ

コンで制御と記録を行った。画像の保存は、

DVDデコーダ一等に記録した。特に本研究で

は、花火による事故を防ぎ安全を確保するた

め、花火発射方角に人聞がいないことや燃え

易い物がなb、か安全の確認のため、ネットワ

ークカメ ラと監視カ メラで確認できる装置配

置とした。追い払い装置システム電源は、屋

外設置と移動が容易なバッテリーと太陽光発

電装置で供給した。

Fig 2は、遠隔制御追い払い装置システム

iを
ぷさ達
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Fig 2遠隔制御追い払い装置システムの概要

の概要を示す。追い払い装置の点火や方角制御等には、比較的製作と制御が容易な PIC制御回路で



－43－

サーボモータとステッピングモータを駆動して行った。

(4) 追い払い装置システムの実験

花火装境と点火部は、ロケット花火発射後次の花火を 1本毎

に点火位置に装填し花火に点火できるよう、スライド式と回転

式を試作実験した。スライド式は、一列に並べた花火をシャッ

ターの開聞で順次セットする方式である。回転式は、円周上に

配置した花火を円周方向に 1本毎に回転させてセットする方式 Fi， 3田転椛火装填檀構tロケット詑蜘k

であるo Fig 3は回転式花火装填機構とロケット花火の導火線

点火の桜子を示す.

遠隔制御に使用した微弱無線 FRNテレコントローノレシステムは、 6ch独立リレー接点出力、

300MHz惜の搬送波周波数、単方向通信方式である。Fig4は、開発したスライド式遠隔制御追い

払い装置システムの設置を示す.

(5)猷被害地図の作成

イノシシなど野生獣の出没 侵入場所や被害農地を地図に記録するため、パ-:/ナノレナピゲータ

{eTrex Vista HCx=コンパス精度 +1ー10フィート、分解能 1フィート、更新度 1秒毎に連続)

に侵入場所や被害農地をポイント登録することで、獣被害地図を作成することが出来る。地理情報

システム(GIS.Geographic Information System)を活用することにより 、ナピゲータの登録ポイン

トから、効来的な野生獣被害防止のために的破な監視や追い払い状況及び装位の股置場所を地図に

示すことが可能になった。

3 結巣及び考察

野生獣の出設は、基本的にイノシンは夜間ItI:I没が多く、サノレは

日中出没する.本研究ではロケット花火を使用するため、迫い払

い装置の実鉦実験は、夜間には安全確保、監視が困難であること

や花火の破裂音が迷惑にならないような、日の出から日の入りま

での日 中に行った。本研究の遠隔制御追い払い装位システムは、

監視カメラなどを活用し微弱無線機で遠隔制御することで、遠隔

で監視しながらロケット花火発射 ・追い払いが可能であることが

追い払い装置機能として確認できた。追い払い効果は、イノシシ

の出没が夜間であったことサノレの出没が無かったことから、ロケ

ット花火による本追い払い装置の効果は検旺出来なかった。

ノミーソナノレナピゲータによるイノシシなど野生献の出投場所や

Fi， 4遠隔制調追い払い装置システムの置置

被害場所のマッピングは、イノシシなどの出没箇所や被害発生の被害防止・抑止対策の予測に有効

であることが分かった。
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4. まとめ

本研究で技術開発 した遠隔制御追い払い装置の追い払い効果は検証出来なかったので、今後、追

い払い効果の実用検証を行う 。以前に技術開発したロボッ ト監視カメ ラによる獣害被害防止装置に

本追い払い装置を組込み、 自立した一体的な野生獣被害防止・抑止機器及び技術として確立する。

特に、野生獣を農地など人家近くから遠ざけるよう、野生獣の出没や移動を監視 ・センシング追尾

できるよう追い払い装置の改良などの技術開発研究を進める。

農林業や自然環境と野生獣との共生と農林業被害防止及び交通安全対策を効果的に進めるため、

威嚇 ・追い払い・ 撃退機能を持つ獣害被害防止機器の技術開発に活かし獣害被害防止対策技術の確

立を 目指したい。
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